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レーザーを使ったユニットタンク内DT整列法案題目(TITLE)

解

著者(AUTHOR) 加藤隆夫

概要(ABSTRACT)
レーザー測定器を使って、ユニットタンクの中にド'ノフトチューブを整
列きせる方法を提案する。
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ユニツトタンク内DT整列法911007加藤隆夫
目的
DTのＺ方向位置とＸ方向位置及びＹ方向位置を同時に測定する。
Ｚ軸方向測定範囲700 mm, X,Y方向測定範囲士0.5 mm

精度

方法レーザー測定セットを３セット使う。
ｚ方向’ノニアスケールの読みを使う
Ｘ、Ｙ方向測定出力のアナログ値を換算する。

測定配置
測定範囲は±0.5 mm。

Ｘ方向Ｙ方向Z方向
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'ノニァスケール、スライド、ベース

レーザーは３セットとも１台のスライドに乗せる。
全体配置

タンク

紗、

基準線

定盤

タンク脚の基準位置を使って整列きせる（ターゲット使用）
ベースは長めに作る（タンクへ入れる作業）



ｐ 一 一 一 一 一 一

スライドはベースの上の可動テーブルの事。

初期位置の検定
＊測定台の中心軸決め
タンク両側に設定したターゲットを用いる（タンク両側夫々１個、
ビーム軸上のターゲット位置は、タンクの脚基準から設定する。

中心軸上）

ブロック

ターゲットを取付けた検定ブロックをスライドに乗せ、タンク
両側のターゲットとそろえる。タンクの両側で行ない（移動き
せて）、軸と高ざを決める。
（スライド＋ベース）は平面度が必要である（再現性確保）。
スライドの水平は水準器にて行なう。

稗

*Y方向レーザーユニットの設置
レーザーユニット設定位置はDT下面付近（厳密でなくてもよ
い）とする。
対向ユニットの位置決め（水平、軸との直角度、高き）は機械
精度を利用するのが再現性の点からよい。出力の最大から決め
るのはやめる。但し、前もって、機械精度の位置と、出力最大
の位置との関係をチェックしておく必要あり。従って、別の保
持台に正しくセットして、保持台ごとスライドに固定するのが
良い。
＊検定ブロック
スライドに精確に固定X方向、Ｚ方向）の要あり。
ターゲットを保持できる事。
スライド底面からターゲット中心までの距離HI
レーザー透過用の切り込みが必要、その高きH２は

H2 =H 1 - D T半径とする。
この酉喧でレーザー出力がほぼ中心値になっているようにする。

緯
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* Y方向（ステム方向）レーザーの較正
基準ブロック

■■■■

基準ブロックを複数個用意して、スライドにおいて、高さと電
圧の較正をおこなうo 50 umステップのブロック。

*x方向レーザーユニット
９０度回転する。ほかの考え方はＹ方向と同じ。
できれば、ポスト装着後の隙間の範囲で出来る事が望ましい。

* z方向レーザーユニット
測定高さはDT下面から2 cm程度上が良い。但しポストの邪
魔にならないこと。
Ｚ方向絶対基準位置を決めるためのブロックを用意する。
長さ方向にDTを半割とした形状のブロックを作って(DTの
曲面の効果を較正する為）、スライドに乗せて、DT端面位置
とレーザー出力を較正する。

《Ｌ

問題点
ベースのたわみと空間の狭さ。
連結タンクの測定。
時は、Ｚ方向に設定位置をずらし

外周基準と内周基準の変換。
パルス駆動による自動測定。連結タンクのｊ
測定範囲を広げる必要がある時は、Ｚ方向’
て、複数個のレーザーユニットを使用する。

《Ｌ
使用ユニットの具体例

レ ー ザ ー キ ー エ ン ス
リニアスケール
LMガイド
ベース

LX2 - 100    3セット



D T と D T L の 整 列 案 9 1 1 0 0 7 加 藤 隆 夫
DT脚の基準位置からビーム軸の中心を決める基準ブロックが必
要。このブロックに光学用ターゲットを取付ける。これが安全策。
DTの基準を内周に固執するかしないか？

DTの整列
1定盤上にて、ダイアルゲージ利用

ｘ、ｚは難しい
２）ダイアルゲージと'ノニアスケールを組み合わせる。

3）光学アラインメント
普通の方法、ｚ方向は出来ない。

4）３次元測定機利用
現在設備に難あり
今年度購入予定の新鋭機種あり

5）レーザー測定
コストの要あり、発展‘性あり

6)  Q磁場分布利用
テスト段階、望みなきにあらず
ｚ方向は出来ない。

7     z方向はスケールを使う。しかしビーム軸を使うのは
アクセスが難しい。

岬､

DTLの整列
１）レーザー測定装置PF所有）
２）光学アラインメント
3) Q磁場分布利用

位置整列の為に用意するもの
岬

レーザー測定装置(PF所有）
DTL脚利用の整列用

ターゲット（テーラーホブソン）
用途ユニットタンクの中心軸決定用

レーザー測定装置初期設定用
４極磁石画像利用アラインメントの基準

ターゲット(DTビーム穴用）
用 途 D T の 整 列 用

タンクの整列用
定 盤 ユ ニ ッ ト タ ン ク の D T 整 列
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レーザーによる D T L 寸 法測定の為の予備調査

910829加藤隆夫

結論有望である。精度はsumを達成できる。
光沢銅の反射の効果は未定。

使用レーザーレーザーキーエンスLX2 - 1 0 0
精 度 ｓ ｕ ｍ

試験長さ17.001 mn
試験方法図１に示す。

17.001 mmのＱ磁石片をQ-magnet測定用のテーブルを使って測定した。
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巨二=二三ヨーーレ三=三==雪レーザー
図１レーザーと磁石片の位置関係

測定データを図２に示す。電圧0.5V毎に位置を測定した。
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図２測定位置と測定電圧の関係

この図より、電圧の短時間測定精度を0.005 Vとすれば、対応する長さの精度はlum
となる。繰り返し測定の結果では、短期間精度は±０．00５ V以内に入っており（図３)、
叉、一日後のドリフトは0.04 Vなので(2.9刀V > 2.887 V)、対応する位置精度はＳ
い、となる。
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図３異なる４箇所の電圧測定時の繰り返し精度
電圧が同じという事は＝測定される透過光量が等しい事、を意味している。そこ
で、図２の左図と右図において同じ電圧に対応する長さを差し引きすると、光量が同じ
時の（磁石片の下と上の測定条件を同じにした事になる）長さが得られる。即ち、ある
電圧の時の、レーザーのビーム幅に起因するオフセットを繰り込んだ形の長さがわかる。
結果を図４に示す。この図より、長さ１７．001mmを正しく測る為には、電圧2.442 Vが
得られる位置を測定すれば良い事がわかる。
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測 定 電 圧 と 測 定 長 さ の 関 係

1７．６１７．８

図４


